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や原予間距離にはせい遣い数%程度の差しがたい.そ

のため気相や溶液相からの成長とは異なリ融液相か

らの成長では濃縮によって核形成がおこらず過冷却状

態の到達によって核がつくられ結晶が成長する.また

液相から固相への輸送距離もきわめて短かく1分子か

せいぜい数分子の距離と考えられている.このような

特徴をもっているので液相と固相との境界面は特殊

柾結晶をのぞいては荒れた曲面になり気相や溶液相か

らの成長のように平坦な低指数の結晶面になら泣い場合

カミより一般的である.そのため結晶の成長は液相一

固相の界面に垂直枚方向の一様な成長としておこなわれ

成長層の2次元的なひろがりや過巻成長などによら放い

場合の方が多くなるはずである.ダイヤモンドの表面

構造の観察結果と上記の考察をくみあわせるとダイヤ

モンドは固相からの再結晶作用によってでも融液相か

らの成長でもたく溶液相からの成長であると考えざる

をえない.溶液相からの成長という意味は炭素がマグ

マ(珪酸塩溶液)の中に溶解しており温度や圧力条件

の変化によってマグマが炭素に関して過飽和状態に怒っ

た結果ダイヤモンドの結晶歳長がおこったということで

ある.(つづく)(筆者は鉱石課長)

訂正

地質ニュｰスNo.161のr地質構造の光弾性モデル｣のうち第12

図(20ぺ一ジ)の下から2番目の写真は上掲の写真のあやまリです.

また第4図(16ぺ一ジ)に引用文献(応力測定法1955)が脱落して

いました｡おわびと共に訂正いたします.
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･石炭科学国際会

議

1.昭和43年6月10目

～14目

2.肩炭化作用･熱分

解･ガス化･石炭

組織に関する講演

会
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4.石炭科学国際会議

5.MiningInsit晩破伽C獅h雌1o帯必

AcademyofSc三棚鵬珪丹籔互搬､

･国際写翼測量挙義

1.昭和43年7月8臥凋)榊鋤臥土)

2.撮影および航法圏化魏論および機織航空三角洲鑑

地形測量地形劇鐙以外への嚇踊踊謡1教育潟よび

歴史写真判読の?つの都門ごと1ζあらかじめ決意慈

れた重要な主題について決められた報告者の報欝を

もとにして討論を行なう

3.スイスロサンヌ

4.国際写真測量学会1スイス写真淵鐙学会

5.Secr6tariatd狐X王費Co篶嚢r㈱§至脈敬肌級生醐〕駐亘試饅

Photogram6t碧玉嚢1h銃三言も総註竃遭hoめ緩臓獅叙買童餐

EPUL,33,a粥肌総細C⑪独｢亜エO⑪O韮L籔囎繊鵬蜘量魯雛.

･国際粘土会議

1.昭和44年9月5員刈蝸

2.1969年国際粘土会議(粘土鉱物の緒騒構造成闘その

他)

3.日本＼'㈱

�
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4.国際粘土研究連会(AssociationIntemati㎝a1Pour
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5.東京都文京区大塚3丁目

東京教育大学理学部地質学鉱物学教室内

1969年国際粘土会議組織委員会

･日本分光学会

1.昭和43年3月30目(土)～4月1日(月)

2.第15回応用物理学関係連合講演会

3.東京工業大学(目黒区大岡山2-12-1)

4.周本分光学会

5.東京都新宿区百人町4-400

東京教育大学光学研究所内

日本分光学会Te1東京(03)362-7881

1.昭和43牢5月24日(金)～25日(土)

2.昭和43年目本分光学会通常総会･講演会

3.国立教育会館(東京都千代岡区霞ケ関3-2)

4.日本分洗学会

5.東京都新宿区百人町4-400

東京教育大学光学研究所内

目本分光学会Te1東京(03)362-7881

･物理探鉱技術協会

1.昭和43年4月25買(木)～27目(土)

2.創立20周年記念行事及春季講演会

3.創立20周年記念行事…………機械振興会館

春季講演会……一一…･･…･早稲回大学小野講堂

4.物理探鉱技術協会

5.神奈川県川崎市久本135地質調査所内

物理探鉱技術協会

Te1.(044)一83-3171

〔注〕開催年月目2.会合名3.会場

主催者5.連絡先(掲載順位は原稿到着順)�


